
GitHub上の活動履歴分析による開発者分類
尾上 紗野　畑 秀明　松本 健一  

情報処理論文誌 Vol.56 No.2 715-719（Feb. 2015）



背景
• 従来からソフトウェア開発者の活動に着目した研究が行われてい
る 

- Iharaら：コミッターの過去の活動量から, コミッター予測モデルを
構築した[1] 

- Zhouら：OSSプロジェクトのLong Term Contributors （LTC）
の活動を分析し, 開発者の活発さはプロジェクトの人気に左右され
ることを明らかにした[2]
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背景
• 開発者の性格分析に基づく研究が行われている 

- Sfetsosら：Myers-Briggs Type Indicator(MBTI)を用いて, ペア
プログラミングでの相性の影響を調査, 良好なコミュニケーション
を気づくことができる組み合わせを示した[3] 

- Sahhehら：人間性の個性を特徴づける5つの観点（適応性, 誠実
性, 外向性, 同調性, 神経質性）から開発者のペアプログラミングの
影響を調査[4]
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先行研究の問題点
• OSSプロジェクトの特徴や不特定多数の開発者の傾向を明らか
にすることは可能であるが, 開発者個人の特徴を明らかにするこ
とはできない 

• 性格テストはコストがかかり, 偏りのないデータを取得すること
が困難



目的
• 開発者を分類する 

- OSS開発者に参加する開発者の特徴を明らかにすることで, ソフト
ウェア工学における新しい観点の発見が期待される 

- OSSプロジェクトの成功にはタイプの開発者がバランスよく参加
する必要がある



アプローチとデータセット
• GitHubで分析 

- 活動履歴を用いることで, 開発者個人に対する分析ができる 
- データの取得が容易で偏りがない 

• ウォード法で階層化クラスタリング 

• データセット 
- 活発なOSSプロジェクトで活動する開発者 

• プロジェクト：homebrew, node 
- コミット数が9,500回を超えている 

• 開発者：23人（homebrew：13人, node：10人） 
- コミット数が100を超える 

• 2013/12/27に取得 
- 取得できる活動履歴は, 直近の300件まで



開発者のデータ
• 収集するイベントは10種類 

• 300イベントを行った期間（開発者23人） 
- 最小日数は8日, 最多日数は659, 中央値は51

コーディング関係 Create, Delete, Fork, Push, PullRequest

コメント関係 CommitComment, PullRequestReviewComment, 
IssueComment

不具合報告 issue

リポジトリの動向を観察 watch



ウォード法の分類

• 外れ値 
- C（1人）は直近の活

動期間が659日 
- D（2人）はほとんど

プッシュしかしていな
い

• 活動の10種類と, 活動期間を合わせた合計11種類のデータから
分類



結果
• 3種類（迅速・議論型, 迅速・総合型, 悠然・総合型）に分類

A：迅速・議論型 
B：悠然・総合型 
E：迅速・総合型 



分類型の特徴と各でのプロジェクトの分布

• 迅速・議論型 
- 活動期間の中央値が22日 
- コメントが多い 

• 迅速・総合型 
- 活動期間の中央値が36日 
- 偏りなく活動 

• 悠然・総合型 
- 活動期間の中央値が196

日 
- 偏りなく活動

• homebrew 
- 迅速・議論型：5人 
- 迅速・総合型：3人 
- 悠然・総合型：3人 

• node 
- 迅速・議論型：4人 
- 迅速・総合型：3人 
- 悠然・総合型：2人



まとめ
• GitHubで活発なプロジェクトに所属する開発者にどのようなタ
イプがいるのかを分類した 
- 3種類 

• 迅速・議論型, 迅速・総合型, 悠然・総合型 

- OSSに参加する開発者の構成を調べることで, 成功しているOSSプ
ロジェクトはどのような開発者で構成されているかを明らかにでき
る可能性がある



所感
• やりたいこと, 先行研究の問題点がしっかりしていてわかりやす
かった 

• 先行研究が参考になった



ウォード法
• クラスタ間の距離測定方法 

• 計算量は多いが, 分類感度が良いので, よく使われる
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ウォード法を使った階層クラスタ分析
• 似ている組み合わせから, クラスタにしていく 
• 最終的には, 右図のような樹形図（デンドログラム）を作成する
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